
仙台営業所
〒980-0011　仙台市青葉区上杉3-9-4　マエタビル3Ｆ
Tel.022(211)5131　Fax.022(211)5132

東京営業所・設計技術課（東日本）・広域営業部
〒105-0003　東京都港区西新橋1-18-6 クロスオフィス内幸町9F
Tel.03(6205)4282  Fax.03(6205)4283

広島営業所
〒731-5133　広島市佐伯区旭園3番33号
アルティメイトbuilding五日市駅前5F
Tel.082(943)5441　Fax.082(924)2056

出雲営業所
〒699-0505　島根県出雲市斐川町上庄原1654-3　
Tel.0853(72)0244　Fax.0853(72)0245

静岡営業所
〒436-0111　静岡県掛川市本郷416番地
Tel.0537(26)2221　Fax.0537(26)0519

三重営業所
〒519-0503　三重県伊勢市小俣町元町1603-1
Tel.0596(22)1285　Fax.0596(22)1293

名古屋営業所
〒460-0008　名古屋市中区栄二丁目13-1
　　　　　　  名古屋パークプレイス5F
Tel.052(684)7258　Fax.052(684)7259

兵庫営業所・本州技術課
〒675-1311　兵庫県小野市万勝寺町969-1
Tel.0794(70)7280　Fax.0794(70)7302

京都営業所
〒612-0822　京都市伏見区深草鞍ヶ谷12番地6
Tel.075(646)2525  Fax.075(646)3877

和歌山営業所（田辺）・西日本設計技術課
〒649-0051　和歌山県田辺市稲成町336-1
　　　　　　　　第一ビル303号室　
Tel.0739(33)2444  Fax.0739(33)2245

和歌山営業所(岩出)
〒649-6234　和歌山県岩出市高瀬84-2 岩出NDビル101号室
Tel.0736(69)1780　Fax.0736(62)1720

大阪営業所・設計技術課(西日本)・広域営業部
〒532-0011　大阪市淀川区西中島6-1-1 新大阪プライムタワー5F
Tel.06(6306)6393　Fax.06(6302)0255

熊本営業所
〒860-0831　熊本市中央区八王寺町30-1 メインプレイス熊本南2-A
Tel.096(378)5531　Fax.096(378)5532

福岡南営業所
〒835-0001　福岡県みやま市瀬高町廣瀬705番地
Tel.0944(62)4123　Fax.0944(63)3281

北九州営業所
〒802-0804　北九州市小倉南区下城野3-1-25
オフィスパレア下城野Ⅰ B棟4号
Tel.093(482)3581　Fax.093(482)3583

福岡営業所・福岡設計技術課・広域営業部
〒812-0007　福岡市博多区東比恵3-13-10スピリッツ福岡B・C号室
Tel.092(474)2450　Fax.092(451)5259

大分営業所
〒879-7764　大分市上戸次字長河原3700番地
Tel.097(597)1148　Fax.097(597)1607

延岡営業所
〒882-0104　宮崎県延岡市北方町角田丑1042
TEL.0982(28)5015　FAX.0982(28)5442

都城営業所
〒885-1205　宮崎県都城市高城町石山2980
Tel.0986(58)4518　Fax.0986(58)4826

日南営業所
〒887-0033　宮崎県日南市大字平山390
Tel.0987(23)5500　Fax.0987(23)3580

宮崎営業所・宮崎設計技術課
〒880-0855　宮崎市田代町6-1
Tel.0985(20)9241　Fax.0985(20)9059

沖縄営業所
〒901-0223　沖縄県豊見城市翁長854-1 6Fいいオフィス豊見城内
Tel.098(943)5624  Fax.098(943)5629

大隅営業所
〒893-0032 　鹿児島県鹿屋市川西町4029-2
Tel.0994(43)4002　Fax.0994(43)4006

姶良営業所
〒899-5652　鹿児島県姶良市平松1880
Tel.0995(65)3221　Fax.0995(65)3205

北薩営業所
〒895-0042　鹿児島県薩摩川内市中福良町2135-1
Tel.0996(27)1930　Fax.0996(27)2962

大島営業所
〒894-1111　鹿児島県奄美市住用町城547
Tel.0997(69)5311　Fax.0997(69)5055

南薩営業所
〒897-0305　鹿児島県南九州市知覧町瀬世牧口1160
Tel.0993(84)2265　Fax.0993(84)2283

鹿児島営業所・鹿児島設計技術課・広域営業部
〒890-0062　鹿児島市与次郎2丁目7番25号
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800

本社　〒890-0062  鹿児島市与次郎2-7-25　Tel.099(252)9911　Fax.099(259)4100

●施工に不備があると、損傷などの原因となることもあります。不
明な点は弊社または販売代理店にご相談ください。

●本カタログに記載する製品の仕様および性能は、該当製品の一
般的な使用条件として掲示するものです。特殊な条件で使用さ
れる場合には、事前に弊社の担当者にご相談の上、技術的な確
認を行ってください。

問合せ先

http://www.infratec.co.jp/

プレキャスト壁高欄
工法

全ネジボルト

①アンカーのみ

試験体
概要図

引抜き耐力（kN） 12.8 13.3 21.9

②アンカー+
無収縮モルタル

③E&A
アンカー+エポキシ樹脂

無収縮モルタル
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アンカーとエポキシ接着を併用する
ことで、コンクリート躯体のコーン状
破壊の耐力を上げることができ、結果
的にアンカーの最大引っ張り荷重が
大きくなる。

⇨アンカー本数の削減
　埋込み深さを浅くできる

２００万回の繰返し載荷試験

エポキシ樹脂接着+アンカー接合部の静的載荷試験

アンカー引抜き試験

　壁高欄は橋梁部に設置されることが多く、常に車両の走行等によ
り発生する縦振動の影響を受ける。これらの振動による疲労破壊の
可能性を探るべく、以下のような実験を実施した。

　200万回繰返し載荷を実施しても供試体は破壊せず、ひび割れ
も確認されなかった。

実際のプレキャスト製壁高欄のアンカー接合部を幅300mmで切
取った形状の供試体を作成し、接合部にエポキシ樹脂、無収縮モル
タルを充填し、これらを図に示すように、支持スパン1395mmの供
試体に対し、載荷スパンを465mmとする2点静的載荷法で行っ
た。

　供試体Aと供試体Bの破断面を確認すると、供試体Bの方
がコーン破壊の円錐の角度が緩やかになっており、それに起
因して破壊荷重も大きなっていると考えられる。

■供試体Aの破断面■

供試体 破壊荷重（kN）

A：アンカー+無収縮モルタル 70.2

135.0
121.0

B：E&A（アンカー+エポキシ樹脂）

C：エポキシ樹脂のみ

■供試体Bの破断面■

試験概要

荷重上限値（kN） 53.2 衝突荷重換算

13.5
3.0

荷重下限値（kN）

周　波　数（Hz）
200万回回　　　数

プレキャスト部材による壁高欄の取替え工法。
エポキシモルタル接着により強固な一体性を確保し、湿潤状態での施工が可能です。

施工性
工期は従来工法の40％削減、述べ人工は60％削減できます。

耐衝突性能
設計荷重の2.5倍の衝撃を加えても、アンカーや内部鉄筋に

はほとんど応力が発生しません。

耐久性
200万回の繰り返し載荷試験後も設計耐力を維持。

揺れや振動に強い工法です。

エポキシ&アンカー
E&A

特許第6845501号 登録意匠第1579477号

破壊荷重×0.1



1.付属品設置

2.壁高欄据付

3.エポキシモルタル充填

4.無収縮モルタル充填 5.仕上げ

※1 端部用は＠250（３箇所-計6本増）
※2 SS種9本、SA種8本、SB種7本、SC種6本

https://youtu.be/ayrAdGsRTfs

■正面図 ■右側面図 ■参考断面図
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■寸法・重量表
寸　　　　法（mm） 参考重量

（kg）W B S h LH
種　別

SS種
SA種
SB種
SC種

1090
990
890
790

465
455
445
435

250
250
250
250

90
80
70
60

890
790
690
590

3990
3990
3990
3990

3340
3000
2660
2340

70

アンカー筋：D22

エポキシモルタル充填

衝突実験（NEXCO試験法441）
にて、構造安全性を確認しています。

E&A工法専用エポキシモルタルには充填性能、硬化性能を最大
限に高めるため、特殊なフィラーが混入されています。そのため
アンカー開口部にもしっかりと充填されます。

https://youtu.be/G2E8TNpDcAQ

※1パーティ平均10人/日、2パーティで施工。

※1パーティ平均7人/日、2パーティで施工。
　製品据付（壁高欄設置）には、隙間のモルタル詰めも含む。

鉄筋組
型枠組
生コン
養　生
脱　型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

墨出し
設置準備　
製品据付

仕上げ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

在来工法に比べ
40％の工期短縮
60％の延べ人工削減

■従来工法

■E&A工法

エポキシ
モルタル充填

工法比較

基本形状 施工手順

重錘衝突試験 エポキシモルタル充填確認試験

壁高欄を設置する前の準備として、付属品の
パッキン材等を地覆部に設置します。

付属のアンカー筋を製品の底板、側面のインサートに取付ます。
地覆部の開口部にアンカー筋が勘合するよう設置します。

壁高欄の側面にもパッキン材を貼付けます。

通りやレベルなどを調整し、据付を完了します。

横目地、縦目地部にポリマーセメント等を詰めて仕上げます。 中央部２箇所から左右それぞれにモルタルポンプで充填します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（底版部）

充填口や吊り部、横連結部の上部をモルタル等で仕上げて
設置完了となります。

※目地部をしっかりと塞ぐことで
　エポキシモルタル充填時の漏れ
　防止に繋がります。

開口孔（φ50）

パッキン材

スペーサ

エポキシモルタル注入口

パッキン材

パッキン材

注入口（2箇所）

排出口

モルタルポンプ

横目地処理

縦目地処理

アンカー筋

排出口

※通信管埋設タイプ接合部

■通信管埋設タイプ

横連結部は上部から流込みます。

無収縮モルタル充填

エポキシモルタル充填
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〒894-1111　鹿児島県奄美市住用町城547
Tel.0997(69)5311　Fax.0997(69)5055

南薩営業所
〒897-0305　鹿児島県南九州市知覧町瀬世牧口1160
Tel.0993(84)2265　Fax.0993(84)2283

鹿児島営業所・鹿児島設計技術課・広域営業部
〒890-0062　鹿児島市与次郎2丁目7番25号
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800

本社　〒890-0062  鹿児島市与次郎2-7-25　Tel.099(252)9911　Fax.099(259)4100

●施工に不備があると、損傷などの原因となることもあります。不
明な点は弊社または販売代理店にご相談ください。

●本カタログに記載する製品の仕様および性能は、該当製品の一
般的な使用条件として掲示するものです。特殊な条件で使用さ
れる場合には、事前に弊社の担当者にご相談の上、技術的な確
認を行ってください。

問合せ先

http://www.infratec.co.jp/

プレキャスト壁高欄
工法

全ネジボルト

①アンカーのみ

試験体
概要図

引抜き耐力（kN） 12.8 13.3 21.9

②アンカー+
無収縮モルタル

③E&A
アンカー+エポキシ樹脂

無収縮モルタル
150

30

18

エポキシ樹脂

30

20 20

30

150

アンカーとエポキシ接着を併用する
ことで、コンクリート躯体のコーン状
破壊の耐力を上げることができ、結果
的にアンカーの最大引っ張り荷重が
大きくなる。

⇨アンカー本数の削減
　埋込み深さを浅くできる

２００万回の繰返し載荷試験

エポキシ樹脂接着+アンカー接合部の静的載荷試験

アンカー引抜き試験

　壁高欄は橋梁部に設置されることが多く、常に車両の走行等によ
り発生する縦振動の影響を受ける。これらの振動による疲労破壊の
可能性を探るべく、以下のような実験を実施した。

　200万回繰返し載荷を実施しても供試体は破壊せず、ひび割れ
も確認されなかった。

実際のプレキャスト製壁高欄のアンカー接合部を幅300mmで切
取った形状の供試体を作成し、接合部にエポキシ樹脂、無収縮モル
タルを充填し、これらを図に示すように、支持スパン1395mmの供
試体に対し、載荷スパンを465mmとする2点静的載荷法で行っ
た。

　供試体Aと供試体Bの破断面を確認すると、供試体Bの方
がコーン破壊の円錐の角度が緩やかになっており、それに起
因して破壊荷重も大きなっていると考えられる。

■供試体Aの破断面■

供試体 破壊荷重（kN）

A：アンカー+無収縮モルタル 70.2

135.0
121.0

B：E&A（アンカー+エポキシ樹脂）

C：エポキシ樹脂のみ

■供試体Bの破断面■

試験概要

荷重上限値（kN） 53.2 衝突荷重換算

13.5
3.0

荷重下限値（kN）

周　波　数（Hz）
200万回回　　　数

プレキャスト部材による壁高欄の取替え工法。
エポキシモルタル接着により強固な一体性を確保し、湿潤状態での施工が可能です。

施工性
工期は従来工法の40％削減、述べ人工は60％削減できます。

耐衝突性能
設計荷重の2.5倍の衝撃を加えても、アンカーや内部鉄筋に

はほとんど応力が発生しません。

耐久性
200万回の繰り返し載荷試験後も設計耐力を維持。

揺れや振動に強い工法です。

エポキシ&アンカー
E&A

特許第6845501号 登録意匠第1579477号

破壊荷重×0.1


